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平成23年3月期第2四半期のデリバティブ評価損に関するお知らせ 

 

平成 23 年 3 月期第 2 四半期累計期間において、輸入取引におけるドル建仕入の為替変動リスクをヘッジ

するために締結しておりますクーポンスワップ取引による長期為替予約に係る時価評価に伴い、下記のデリ

バティブ評価損を営業外費用に計上する必要が生じましたのでお知らせいたします。 
なお、当社の長期為替予約取引は実需に基づくものであり、投機的な取引は一切行っておりません。当該

評価損は、当第2四半期末の評価替えにより発生したものであり、洗替方式によっております。 
 

記 

 
１．平成23年３月期第２四半期におけるデリバティブ評価損 

 単体 連結 

(Ａ) 平成23年3月期第２四半期累計期間（平成22年４月１日

から平成22年９月30日まで）のデリバティブ評価損の総額 
116百万円 116百万円

※当社の決算期末は、３月31日です。 
 

○ 純資産額・経常利益額・当期純利益額に対する割合 
 単体 連結 
(Ｂ) 平成22年３月期末の純資産額 6,221百万円 7,045百万円

 （Ａ／Ｂ×100） 1.9％ 1.6％ 
(Ｃ) 最近５事業年度の経常利益の平均額（※） 599百万円 511百万円

 （Ａ／Ｃ×100） 19.4％ 22.7％ 
(Ｄ) 最近５事業年度の当期純利益の平均額（※） 133百万円 265百万円

 （Ａ／Ｄ×100） 86.9％ 43.8％ 
※平成22年３月期の連結及び単体の経常利益、当期純利益が10億円未満であるため、最近５事業年度の

平均額を記載しております。（赤字の事業年度は 0 として計算しております。） 
 
２．今後の見通し 
デリバティブ評価損益については、平成 23 年３月期の各四半期末及び期末の為替等の状況によっては営

業外費用の額が変動、もしくは営業外収益となる場合もあります。 
 なお、平成23年3月期の業績予想に与える影響につきましては、本日(平成22年10月29日)別途開示い

たします｢業績予想の修正に関するお知らせ｣をご参照ください。 
以 上        


